








はじめに 

幼稚園,保育園児を対象とした集団聴力検査は,その対象児が毎年数万名にのぼり,就学前

幼児の療育の分野で重要な位置を確立している。幼児の聴力の測定にはかなり高度な技術

が要求され,熟練者でも短時間で測定することは結果の信頼性に重大な欠陥が生じる危険

が大きい。その意味では幼児の聴力測定自体が本質的にはマス・スクリーニングに適さな

いものといえる。ところが,幼児期は聴力に影響を及ぼす耳鼻咽喉科疾患の好発年齢であり,

潜在している聴力障害児の早期発見と療育がいかに大切であるかはこれまでの厚生省研究

で明らかにされてきている。その観点から本質的にマス・スクリーニングに適さないとい

っても幼児の集団聴力検査のニーズは極めて高いものである。そこで人的,時間的制約の多

い集団聴力検査システムの中で,いかに有効な予備選別法を開発するかが,このシステム全

体の信頼性を高め,かつ効率的にシステムを運営する鍵となってくる。 

われわれが開発した幼児集団聴力検査のシステムにおいては,予備選別には調査票の活用,

家庭におけるウィスパー・テストの導入を試みてきた。調査票の質問項目の整備や調査票

とウィスパー・テストの併用によって相当数の選別もれを救済することが可能となってき

た。しかしながら,上記方法はいまだ最良の予備選別方法とはなり得ていないのが現状であ

る。 

本年度研究においては,よりよい予備選別方法の確立を目指して,簡単な器具を用いて信頼

度もかなり高い結果が得られる方法の基礎的調査を行い,今後の幼児の集団聴力検査シス

テムの一役を担うことの可能性を検討した。 


